










































































































また、雲や霞は金箔 上部の山の端 金砂子を用いて画面に輝きの変化をつけ遠近感を表出し、名峰の姿を強調する。一方、画面下方の前景には金雲ととも 重な 山々や樹々を














































くも髪」 （図２）で、他の伊勢物語絵にも見られない特異なもので る嵯峨本（図３）を始め諸本は、室内の男を女（老女）が垣間見する場面だが、本屏風は、男が簀子から室内 女を垣間見しており、男女が逆転






































を主役二人に向けた説明的な描写である。また、暖簾の陰から覗く図様も、本屏風と共通するモチーフである。なお、暖簾の陰から屋外を人物のモチーフは、 「洛中洛外図屏風」にも散見される。例えば、十七世紀前半の制作になる岩佐又兵衛の「舟木本洛中洛外図屏風」 （国宝、東京国立博物館蔵）の左隻第一扇の中央部分、五条通にて商店が軒を連ねる中に、女性が暖簾 陰から往来を眺めている描写が
 
 
さらに、 本屏風の肩車される子ども （図８） も風俗画に見られるモチー






























































す。唇も赤く、真ん中に墨線をひく。鼻については 高貴な人物の横顔であっても鼻梁を描く場合もあり、小鼻も描く。また目は、上瞼、下瞼ともあり、瞳を点じている。男の顔が細長い卵型のもの（第百一段「あやしき藤の花」 、 図




























































を組み合わせた叢が点在し、 叢 根元には淡く土坡 表現さ （図
24） 。






















































3 ) 伊藤敏子『伊勢物語絵』 （角川書店、一九八四年） 、羽衣国際大学日本文化研究所編『伊勢物語絵巻絵本大成』研究篇・資料篇（角川学芸出版、二〇〇七年） 。
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5 )『東洋絵画の精華―クリーヴランド美術館のコレクションから―』（サントリー美術館、一九九八年） 、 『幻の宮
 
伊勢斎宮』 （斎宮歴



















7 ) 例外的に 「伊勢物語図屏風」 十七世紀後半 八曲一隻、根津美術館蔵）では、富士山は第三、四扇の画面の中程に配置されている。
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 共同研究員）にご教示を賜り、 「伊勢物語図屏風」 （斎
宮歴史博物館蔵）の調査においては、斎宮歴史博物館の岸田早苗氏、榎村寛之氏にご高配を賜りました。
 
さらに、本稿の図版掲載にあたり、出光美術館、大本山永平寺、和泉市久保惣
記念美術館の各位にご高配を賜りました。なお、嵯峨本の画像は国立公文書館デ
ジタルアーカイブ（特０６０―００１７）によります。ここに記して深甚なる謝意を表します。
 
